




3

人
生
に
節
目
が
あ
る
よ
う
に
、
昨

年
、
小
野
町
は
町
制
施
行
50
年
の
記

念
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

先
人
の
英
知
と
努
力
、
さ
ら
に
は
住

民
一
致
協
力
の
も
と
、
今
日
の
発
展

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
半
世
紀
を
過
ぎ
、
地
域
の

抱
え
る
課
題
は
、
分
権
型
社
会
へ
の

対
応
、
人
口
減
少
、
産
業
の
低
迷
、

少
子
化
、
超
高
齢
社
会
、
医
療
・
福

祉
、
環
境
保
全
等
々
、
複
雑
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も「
量
」に
加
え「
質
」

も
要
求
さ
れ
る
時
代
に
直
面
し
、
い

わ
ゆ
る
「
公
」
と
言
わ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
が
「
官
」
だ
け
で
は
対

応
仕
切
れ
な
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
。今

後
は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
・

問
題
（
危
機
感
）
を
地
域
全
体
で
共

有
し
、
地
域
全
体
の
力
で
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
課
題
・
危

機
感
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
住
民
（
企
業
も
含
め
）

と
行
政
と
の
意
見
交
換
の
手
法
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
、
行
政
の
説
明

責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

地
域
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に
は
、

今
の
町
の
実
態
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
第
一
に
情
報
の
公

開
が
必
要
で
す
。
広
報
紙
を
活
用
す

る
こ
と
も
情
報
公
開
の
方
法
の
一
つ

で
す
が
、
積
極
的
に
「
知
る
機
会
」

を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
行
政
区
単
位
で
町
政
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
懇
談
会
で

は
、
現
在
地
域
が
抱
え
る
、
市
町
村

合
併
、
企
業
誘
致
、
下
水
道
整
備
、
公

立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
運
営
、

教
育
環
境
の
検
討
な
ど
の
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
意
見
の
交

換
を
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

る
住
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
。
将
来
に
む
か
っ
て
、
地
域

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
、
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
地
域

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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文化の館　おはなし会

デイサービスセンター　おはなし会
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国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
・

決
算
書
・
収
支
内
訳
書
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp/

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
火
災
に
よ
る
死
者
発
生
の
防
止
対

策
の
推
進

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
平

成
18
年
3
月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
の

7
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
家
庭
、
地

域
、
職
場
な
ど
で
火
災
の
予
防
に
つ

い
て
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
ぅ
。
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最
近
、
放
し
飼
い
の
犬
に
よ
る
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬

は
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。な

お
、
飼
い
犬
で
あ
っ
て
も
放
し

飼
い
に
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
捕

獲
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
主
の

皆
さ
ん
へ

ふ
ん
も

も
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
か
ら

お
知
ら
せ

放
し
飼
い
に
限
ら
ず
、
散
歩
中
に

し
た
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
な
ど
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

7
2
―
6
9
3
4

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷

病
を
受
け
た
場
合
も
、
国
保
で
医
療

機
関
の
受
診
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
必
ず
役
場
町
民
生
活

課
に
連
絡
を
し
、「
第
三
者
行
為
の
傷

病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
の
で
、
国
保
が
医

療
費
を
立
て
替
え
、
あ
と
で
国
保
が

加
害
者
に
請
求
す
る
形
と
な
り
ま
す
。

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、

そ
の
事
故
に
つ
い
て
は
国
保
が
使
え

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
示
談
の
前
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

7
2
―
6
9
3
3

12
月
の
水
質
検
査
結
果
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
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１
月
15
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施

設
大
ホ
ー
ル
で
、
町
内
の
小
・
中
学

生
1
3
5
名
が
参
加
し
、
青
少
年
育

成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る
小
野
町
書

初
め
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
心
身
の

健
全
育
成
を
目
標
に
行
な
わ
れ
て
お

り
、今
回
で
10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
学
年
ご
と
の
課
題
に

熱
心
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
見
事
な
作
品
を
完

成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
渡
辺
晋
一
先
生
の

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

阿
　
部
　
峻
　
大

（
夏
井
第
一
小
１
年
）

竹
　
川
　
未
　
来

（
小
野
新
町
小
2
年
）

長
久
保
　
南
　
美

（
夏
井
第
一
小
3
年
）

長
久
保
　
太
　
洋

（
夏
井
第
一
小
4
年
）

先
　
崎
　
　
　
士

（
夏
井
第
一
小
5
年
）

西
　
牧
　
あ
か
ね（
浮
金
小
6
年
）

中
　
村
　
幸
　
恵（
小
野
中
3
年
）

平
　
野
　
菜
美
子

（
夏
井
第
一
小
１
年
）

二
　
瓶
　
真
　
也（
飯
豊
小
2
年
）

井
　
出
　
知
　
里

（
小
野
新
町
小
3
年
）

吉
　
田
　
　
　
諒

（
小
野
新
町
小
4
年
）

根
　
本
　
亜
　
樹

（
小
野
新
町
小
5
年
）

大
井
川
　
　
　
凌（
浮
金
小
6
年
）

吉
　
田
　
美
　
香（
小
野
中
2
年
）

佐
　
藤
　
莉
　
子

（
小
野
新
町
小
１
年
）

会
　
田
　
百
　
香

（
小
野
新
町
小
2
年
）

近
　
野
　
千
　
紘

（
小
野
新
町
小
3
年
）

平
　
野
　
孝
　
史

（
夏
井
第
一
小
4
年
）

郡
　
司
　
文
　
恵（
飯
豊
小
5
年
）

猪
　
狩
　
成
　
美

（
小
野
新
町
小
6
年
）

横
　
田
　
和
　
希（
小
野
中
１
年
）

先
　
崎
　
　
　
平

（
夏
井
第
一
小
１
年
）

藤
　
井
　
雄
　
大（
浮
金
小
１
年
）

宗
　
像
　
綾
　
音（
浮
金
小
2
年
）

鈴
　
木
　
望
　
夢

（
夏
井
第
一
小
2
年
）

佐
　
藤
　
佳
　
子

（
小
野
新
町
小
3
年
）

根
　
本
　
直
　
樹

（
小
野
新
町
小
3
年
）

会
　
田
　
和
　
樹

（
夏
井
第
一
小
4
年
）

佐
　
藤
　
絵
　
美

（
小
野
新
町
小
雁
股
田
分
校
4
年
）

近
　
野
　
啓
　
斗

（
小
野
新
町
小
5
年
）

吉
　
田
　
華
菜
子

（
小
野
新
町
小
5
年
）

木
　
村
　
美
　
鶴

（
夏
井
第
一
小
6
年
）

鈴
　
木
　
望
　
友

（
小
野
新
町
小
6
年
）

会
　
田
　
菜
　
摘（
小
野
中
１
年
）

猪
　
狩
　
佳
奈
美（
小
野
中
１
年
）

橋
　
本
　
瑞
　
希

（
小
野
新
町
小
１
年
）

渡
　
辺
　
桃
　
子

（
小
野
新
町
小
１
年
）

吉
　
村
　
遥
　
佳

（
小
野
新
町
小
１
年
）

久
保
田
　
絵
　
那

（
小
野
新
町
小
１
年
）

会
　
田
　
淑
　
映

（
小
野
新
町
小
2
年
）

門
　
脇
　
遼
　
弥（
飯
豊
小
2
年
）

新
　
田
　
裕
　
司（
浮
金
小
2
年
）

中
　
野
　
彩
　
音

（
小
野
新
町
小
2
年
）

池
　
田
　
　
　
心

（
夏
井
第
一
小
3
年
）

平
　
野
　
ま
ど
か

（
小
野
新
町
小
3
年
）

鈴
　
木
　
奈
々
実

（
小
野
新
町
小
3
年
）

大
川
原
　
千
　
裕

（
小
野
新
町
小
3
年
）

渡
　
辺
　
美
　
穂（
飯
豊
小
4
年
）

新
　
田
　
晟
　
也（
浮
金
小
4
年
）

松
　
本
　
恵
里
香

（
小
野
新
町
小
4
年
）

会
　
田
　
美
　
樹

（
小
野
新
町
小
4
年
）

中
　
村
　
な
つ
み（
飯
豊
小
5
年
）

横
　
田
　
聡
　
史

（
小
野
新
町
小
5
年
）

矢
　
内
　
彩
　
乃

（
小
野
新
町
小
5
年
）

大
　
野
　
彰
　
子

（
小
野
新
町
小
5
年
）

平
　
野
　
優
　
太

（
夏
井
第
一
小
6
年
）

長
久
保
　
純
　
一（
浮
金
小
6
年
）

松
　
本
　
　
　
悠

（
小
野
新
町
小
6
年
）

高
　
橋
　
沙
　
季

（
小
野
新
町
小
6
年
）

吉
　
田
　
浩
　
美（
小
野
中
１
年
）

高
　
橋
　
明
　
寛（
小
野
中
２
年
）

小
　
松
　
朋
　
未（
小
野
中
２
年
）

遠
　
藤
　
郁
　
美（
浮
金
中
３
年
）
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１
月
１
日
付
で
林
忠
雄
氏
（
小
野

赤
沼
・
再
任
）
に
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

1
月
10
日
役
場
町
長
室
に
お
い
て
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、任
期
は
3
年
で
、

今
後
役
場
の
特
設
人
権
相
談
所
や
自

宅
に
お
い
て
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
回
委
嘱
状
を
交
付

さ
れ
た
林
氏
は
、
平
成
15
年
１
月
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
お
り
、
今
回
が
2
期
目

と
な
り
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
人
権
問
題
な
ど

で
お
悩
み
の
方
は
、
今
回
委
嘱
さ
れ

た
林
氏
を
含
め
、
吉
田
瀧
江
氏
（
夏

井
）、草
野
紀
氏
（
小
野
新
町
）
吉
田

一
男
氏
（
飯
豊
）
計
4
名
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
所
の
開
設
日
は

チ
ラ
シ
、
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

１
月
10
日
、
小
野
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
小
野
地
区
（
小
野
町
・

田
村
市
）
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
地
域
の
交
通
関
係
団
体
の
参
加

の
も
と
、
今
年
１
年
管
内
の
交
通
事

故
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
祈
願
い
た
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に

よ
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

１
月
6
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
前
広
場
に
お
い
て
、
小
野

町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
先
立
ち
、
今
年
１
年
の

無
火
災
を
祈
願
し
て
、
火
伏
の
餅
つ

き
を
行
い
、
無
火
災
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
統
監
（
町
長
）
及
び
亀

田
団
長
よ
り
、
予
防
消
防
の
徹
底
に

努
め
る
よ
う
年
頭
の
訓
示
が
あ
り
、

防
火
の
決
意
も
新
た
に
引
き
し
ま
っ

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

式
上
、
平
成
17
年
中
に
管
轄
区
域

内
で
火
災
の
無
か
っ
た
第
１
分
団
・

第
4
分
団
に
対
し
、
無
火
災
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
寒
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

の
無
い
町
づ
く
り
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12
月
16
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
こ
ま
ち
荘
（
吉
田
隆
施
設
長
）
は
、

忘
年
会
を
開
催
し
、
堀
内
流
小
町
民

謡
会
（
先
崎
太
吉
会
長
）
の
慰
問
を

受
け
ま
し
た
。

入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
は
、
尺

八
の
演
奏
や
民
謡
に
大
変
喜
ば
れ
、

中
に
は
な
じ
み
の
民
謡
を
笑
顔
で
口

ず
さ
む
方
も
。

な
ご
や
か
な
、
思
い
出
に
残
る
忘

年
会
と
な
り
ま
し
た
。

こまち荘慰問のもよう

新たな気持ちで全団集合

無火災表彰

祈願祭が厳粛に行われました
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１
月
8
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施

設
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
18
年
小

野
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
た
に
成
人
を
迎
え
た
1
6
3
名

（
男
性
87
名
、女
性
76
名
）
は
、
思
い

思
い
の
晴
れ
着
を
着
て
、
笑
顔
の
な

か
に
も
緊
張
の
面
持
ち
で
出
席
し
ま

し
た
。

式
で
は
、
大
竹
し
ず
か
さ
ん
（
夏

井
）
が
町
民
憲
章
を
朗
読
し
、
町
長

は
、「
世
に
生
を
得
る
は
事
を
為
す
に

あ
り
と
、
坂
本
龍
馬
は
言
い
ま
し
た

が
、
人
間
と
し
て
生
を
受
け
た
う
え

は
、
自
分
の
所
願
を
成
し
遂
げ
て
下

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
出
席
者
を
一
人
ひ
と
り
紹

介
し
た
あ
と
、
壇
上
に
お
い
て
各
地

区
代
表
と
し
て
小
野
新
町
地
区
上
遠

野
祥
さ
ん
、飯
豊
地
区
佐
藤
愛
さ
ん
、

夏
井
地
区
二
瓶
修
一
さ
ん
に
町
長
か

ら
成
人
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

成
人
者
代
表
の
宗
像
真
弓
さ
ん（
夏

井
）
は
、「
父
母
、
家
族
、
地
域
社
会

そ
れ
ぞ
れ
に
こ
れ
ま
で
の
成
長
を
感

謝
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
し
っ

か
り
歩
い
て
行
き
た
い
」
と
決
意
表

明
を
兼
ね
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
は
厳
粛
に
行
わ
れ
、
終
了
後
出

席
者
一
同
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま

し
た
。

会
場
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

学
生
時
代
を
懐
か
し
む
姿
な
ど
が
見

ら
れ
、
新
春
の
和
や
か
な
門
出
の
式

と
な
り
ま
し
た
。
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※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。


